
真光寺川通信 
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梅雨空を吹き飛ばせ！ 

真光寺川まつり 201９開催 
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真光寺川まつりが行われました。 

10 時、山本代表の挨拶でまつりがスター

トしました。例年と同じく川では魚取り、笹

舟レース、水鉄砲遊び、川岸では小さい子供

たちのプール遊び、階段上の広場では真光寺

川に住む魚のミニ水族館やこの川の魚や鳥

や植物の写真展が行われました。 

●今年も一番人気は魚取り。用意したアミを

使って親子で夢中になって楽しんでいまし

た。小さいエビや小魚がとれていました。 

●ミニ水族館では今年はナマズを展示できま

せんでしたが、婚姻色の色取り見事なオイカワ

も沢山揃い、カワムツやクチボソ・タモロコ・

ドジョウなど真光寺川の住人が元気に泳いで

いました。 

●11 時から少し上流側の藤棚の下にある通称

五條池で今年もザリガニ釣を行いました。沢山

の子どもたちが参加してくれました。簡易なサ

オとスルメでワイワイ言いながら釣りを楽し

みました。今年は家で飼おうと持ち帰る子供

が多かった。 

●11 時 45 分から、８年ぶりに会員が育て

た鶴見川水系のニホンメダカ（黒メダカ）の

プレゼントを行いました。こちらも大人気で

行列が出来ました。また生まれて間もないメ

ダカの子どもも展示し、こちらもほしい人に

プレゼントしました。 

●まつりは午後１時まで続きました。梅雨空

でしたが気温は 29.9 度まで上がり、熱中症

を防ぐため、１時間ごとに水分補給と休憩の

時間を取りながら遊んでもらいました。 

●今年は 1６回目の川まつり。昨年の「命にか

かわる」猛暑から一転、梅雨寒の日が続き出足

を心配しましたが、昨年より多い 200 名近い

市民と子どもたちが参加して梅雨空を吹き飛

ばせとばかり川遊びを楽しんくれました。 

これからも清掃活動を通じて、子供たちが遊

んで思い出に残るきれいな川になるよう取り

組んでいきます。 

市民の皆様のご理解と支援をお願い致します。 

             （文：黒田 健夫） 
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  行列ができたメダカプレゼン

ト 

楽しい魚取り  ザリガニ釣り 



 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

６月・７月の清掃報告 

清掃予定日の 6 月 9 日、7 月 14 日はいずれも

雨のため中止となりました。 

 

９月・１０月の清掃（クリーン作戦）の予定 

☆９月８日（日）、１０月１３日（日） 

☆集合：9：30 下堰親水場 

(能ｹ谷４丁目、魁力屋ラーメン店裏) 

☆持物：軍手。その他ごみ袋、火ばさみや、 

長靴など一部用意があります。 

☆解散予定 １１:00  

どなたでも参加できます。 

ご一緒に川をきれいにしませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

ご寄付へのお礼 

６月～７月は鶴川６丁目の飯田様、 

能ｹ谷６丁目の神蔵様からのご寄付 

に、一木会等からのご寄付を合算して 

合計 14,676 円でした。 

当会の活動に対しお寄せいただき 

ましたご厚志に深く感謝いたします。  

 

 

 

 

 

 

  

今年も「真光寺川まつり」の季節が訪れて

きました。毎年回を重ね今では夏の風物詩と

なった感があります，これも多くの方々の応

援があってのことと感謝しています。ゆかり

の深い方として辰濃和男（たつのかずお）さ

んのことが思い出されます。 

 辰濃さんはジャーナリスト、エッセイイス

トとして著名な方です。朝日新聞の記者とし

て活躍され、1975年から１３年間にわたっ

て「天声人語」で健筆をふるわれました。環

境問題についても造詣が深く、リタイヤ後も

環境誌「暮らしの風」の主筆を務められまし

た。真光寺川にも取材に度々おいでになり応

援して下さいました。 

 その誌面に「ドイツのメルディゲン地方に

『小川の里親制度』という運動があるそうだ。

清流の会は真光寺川の里親だと思った」と書

いて下さいました。私どもは早速相談し仲間

を募り「里親の会」を発足させました。 

「真光寺川まつり」ゆかりの辰濃和男さんのこと 

「真光寺川まつり」にもお出でになり終日お

つき合い下さりご寄付までいただきました。

著書「私流を創る」には次ぎの記述がありま

す。「２００２年８ 

月“真光寺川まつり” 

をするという話を聞 

いて久しぶりに現地 

をたずねた。母さん 

たちの叩く太鼓の音 

が川面に響いている。 

少女たちが笹舟を川 

にながしている。な 

つかしい光景だった」 

 また、こんなこともありました。ある日速

達が届きました。「川大賞」への辰濃さん直筆

の推薦状でした。応援して下さるお気持ちが

伝わり胸が熱くなりました。2017年訃報に

接しました。享年８７歳でした。 

            （文：山口拓郎） 

 

 真光寺川の記述のある著書 
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真光寺川を清流にする会のＨＰ/mail      ☆真光寺川を清流にする会 代表：山本隆治 

http://www.shinkojigawa.com/        ☆事務局：黒田 TEL/FAX:042-708-4269 

e-mail:  kawasemi@shinkojigawa.com      （ご意見・問合せは黒田までお寄せください） 

 

 

 

私 た ち の 行 動 基 準 

１，私たちの活動は、 

地元や地域の人たちに支持されているか。 

２，私たちの活動は、  

自然に対して謙虚であるか。 

３，私たちの活動は、  

誰にも解るように説明されているか。 
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